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 1960年代前半、Fraunhofer Institut のKiepenheuerさんがアメリカ経由で東京に立ち
寄られた。日本人並みの背丈、初老のもの静かな紳士という印象だった。何でも、
太陽観測に最適な場所に望遠鏡をつくろうという主張で、世界漫遊中と見受けた。
当時、太陽が良く見えるかどうかを表すのに、私のまわりでは、シンチレーション
